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今回は、１０月１６日～２９日にかけて実施した高等部での「産業現場等における実習」についての内容で
す。実習までの流れや作業の様子、生徒の声などを解説、紹介します。

PC作業 商品の品出し クッキー作り メンテナンス

厨房作業箱折りアート活動クリーニング作業

1年生は、「自分の適性や課題を理解する」
２年生は、「自分に合う仕事や働き方を考える」
３年生は、「進路を決める」というねらいの基、作業面、生活面のめあてを設定し、
１０日間の実習に取り組みました。
生徒たちから、「自分から、次の作業に取り組む」「必要なことはできるかぎりメモ
を取り、メモを活用して作業に取り組む」、「事業所によって決まった仕方があるこ
とに気づいた。決まった仕方で作業を続けることが必要」など、頑張ったことや、
学んだことの報告がありました。
生徒のみなさんは、今回の実習で得たものを次の実習や高等部卒業後の生活に
つなげていきましょう！
今回の実習を通して、たくさんの学びや気づきがありました。これは、実習を受け入
れていただいた事業所の皆様による丁寧なご指導があったからこそだと思います。
お忙しい中、実習を受け入れていただきありがとうございました。
また、保護者の皆さま、実習期間中のご家庭でのサポートありがとうございました。
※写真は実習の様子です。この写真以外にもたくさんの作業に取り組みました。
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